
１★

２★

は△ の重心であるから　

　　　　　 　　　　　　　　　

よって　　 　　　　　　　　　　　

同様に　　

であるから　

　　　　　　　　　　　

したがって　　 　　　　　

３★

　△ ：△ ： ：

　△ ：△ ： ：

　　　　　　　　　 ：

　△ ：△ ： ：

　すなわち　△ ：△ ：

　よって　　△ △

　 の結果から　△ △

　したがって

　　△ ：△ △ ： △

　　　　　　　　　 ：

　　　　　　　　　 ：

　△ ：△ ： ：

　　　　　　　　　 ：

　よって　△ △

　 の結果から　△ △

　したがって

　　△ ：△ △ ： △

　　　　　　　　　 ：

　　　　　　　　　 ：

４★★

　△ ：△ ： ：

　　△ ：△ ： ：

　よって　　△ △

　　　　　　　　　 △ 　

　△ ：△ ： ：

　　△ ：△ ： ：

　よって　　△ △ △

　　　　　　△ ：△ ： ： ，

　　　　　　△ ：△ ： ：

　よって　　△ △ △

　以上から　△ △ △ △ △

　　　　　　　　　　 　

５★★

平行四辺形 の面積を とする。

△ △ であるから　　△

であるから

　　　　　 ： ： ： ：

よって　　△ ：△ ： ：

また　　　△ ：△ ： ：

したがって　　△ △ △

であるから　 ： ： ：

よって　　　　　　　 ： ：

ゆえに　　△ △

よって　　 四角形 の面積 △ △

したがって　 △ の面積 ： 四角形 の面積 ： ： 　

６★★

平行四辺形 の面積を ，四角形 の面積

を とする。

　 であるから

　　　　　　△ △

　 であるから

　　　　　　△ △

よって　　 △ △ △ △

　　　　　 △

であるから　　 ： ： ：

ゆえに　　△ ：△ ： ： ：

また，△ △ であるから　　△

よって　　 △ △

したがって，四角形 の面積は，平行四辺形 の面積の 倍である。

７★★★

　△ ：△ ： ： ：

　したがって　　△ △

　 は辺 の中点であるから　　△ △

　よって　　　　△ △ △

　したがって　　△ △ △ △ ：

　 ， から面 に引いた垂線を，それぞれ ， とする。

　 であるから　　 ： ： ： ：

　よって　　　　　　　　

　三角錐 の体積は

　　　　 △ △ △

　　　　　　　　　　　　 正四面体 の体積

　したがって，求める体積の比は　 ：

８★★★

から 軸に引いた垂線の足を とする。

条件より，△ ：△ ： であるから

　　　　　　　 ： ：

よって， の 座標は　　

したがって，直線 の式は， とおける。

点 ， を通ることから　　

よって， であるから，求める式は

　　　　　　　 　

９★★

　△ にチェバの定理を用いると

　　　　　　　　　 ･ ･ 　　　すなわち　　 ･ ･

　 より　　 ： ：

　△ にチェバの定理を用いると

　　　　　　　　　 ･ ･ 　　　すなわち　　 ･ ･

　 より　　 ： ：
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10★★

　仮定から　　 ，　

　メネラウスの定理により　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　よって　　 ： ：

　仮定から　　 ，　

　メネラウスの定理により　

　　　　　　　　　　　 　　　　　

　よって　　 ： ：

11★★

△ と直線 において，メネラウスの定理により

　　　　　　　

： ： ， ： ： であるから

　　　　　　　

よって　　　　

したがって　　 ： ：

よって　　　　 ： ： ：

△ において，チェバの定理により

　　　　　　　

： ： ， ： ： であるから

　　　　　　　

よって　　　　

したがって　　 ： ： 　

12★★★

　 ： ： ， ： ： ，

　　　 ： ：

　よって　　

　したがって，チェバの定理の逆により， 直線 ，

　 ， は 点で交わる。　

13★★★

　 ： ： ， ： ： ，

　　　 ： ：

　よって

　　　　

　したがって，メネラウスの定理の逆により， 点

　 ， ， は一直線上にある。　

14★★★

　 は の二等分線であるから

　　　　　　 ： ：

　よって　　

　 は の二等分線であるから

　　　　　　 ： ：

　よって　　

　したがって　　

　よって，チェバの定理の逆により， 直線 ， ， は 点で交わる。　

15★★★

三角形の内角，外角の二等分線と比の定理により

　　　　　　 ： ： ， ： ： ， ： ：

すなわち　　 ，　 ，　

よって　　　

　　　　　　　　　　　　　　

したがって，メネラウスの定理の逆により， 点 ， ， は一直線上にある。　

１

， 　線分 の内分点 ， は，下の図のようになる。

， 　線分 の外分点 ， は，下の図のようになる。

以上を つの図に表すと，下のようになる。

２

　 は辺 の中点である。

　 より　　 ： ：

　よって　　　　　

　 より　　 ： ： ：

　よって　　　　　

　 より　 ： ： ：

　したがって， は辺 の中点であるから　

　　　　　　　　　

　 より　　 ： ： ：

　よって　　　　　

３

　△ ：△ ： ：

　△ ：△ ： ： ：

　△ ：△ ： ：

　よって　　　　　△ △

　 の結果から　 △ △

　したがって　　　△ ：△ △ ： △ ：

　△ ：△ ： ： ：

　よって　　　　　△ △

　 の結果から　 △ △

　したがって　　　△ ：△ △ ： △ ：
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４

△ △

　　　

△ △

　　　

△ △

したがって　　△ △ △ △ △

　　　　　　　　　　

５

平行四辺形 の面積を とする。

△ △ であるから

　　　　　△

であるから

　　　　　 ： ： ：

よって　　△ ：△ ：

　　　　　　　　　　　　 ： ：

また　　　△ ：△ ： ： ：

したがって　　△ △ △

　　　　　　　　　　

であるから　　 ： ： ：

よって　　 ： ：

ゆえに　　△ △

よって　　 四角形 の面積 △ △

したがって　　 △ の面積 ： 四角形 の面積 ： ：

６

より　△ △

よって　　　　　 △ △ △ △ △

より　　 ： ： ：

よって　　　　　 △ △

また，△ ：△ ： ： であるから，台形 の面積を で

表すと　　　　　 △ ： ：

したがって　　　 △

よって　　　　　 △

したがって，△ の面積と△ の面積の和は，台形 の面積の 倍である。

７

正四角錐 の底面である正方形 の面積

を ， 辺の長さを とおくと

　　　　　　　

このとき　　　△

　　　　　　　△ △

よって，三角錐 の底面である△ の面積は

　　　　　　　△

したがって　　 ：△ ： ：

よって　　　　 △

また，正四角錐 と三角錐 の高さの比は， ： ： である

から　　　　　 ： ： ： ：

８

から 軸に引いた垂線を とする。

条件より，△ ：△ ： であるから

　　　　　　　 ： ：

したがって， の 座標は　　

よって，直線 の式は， とおける。

直線 が点 ， を通ることから　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

したがって，求める式は　　　　　　　

９

　仮定から　　　　　 ，　

　チェバの定理により　

　　　　　　　　　　　　　　　

　よって　　　　　　　

　仮定から　　　　　 ，　

　チェバの定理により　

　　　　　　　　　　　　　　　

　よって　　　　　　　

10

　△ と直線 において，メネラウスの定理により

　　　　　　　

　 ： ： ， ： ： ：

　であるから

　　　　　　　

　よって　　　

　したがって　 ： ：

　△ と直線 において，メネラウスの定理

　により

　　　　　　　

　 ： ： ： ，

　 ： ： ： であるから

　　　　　　　

　よって　　　

　ゆえに　　　 ： ：

　したがって　 ： ： ：

　△ と直線 において，メネラウスの定理により

　　　　　　　

　 ： ： ， ： ： ： である

　から　　　　

　よって　　　

　したがって　 ： ：
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11

　△ と直線 において，メネラウスの定理に

　より　　　　

　 ： ： ， ： ： であるから

　　　　　　　

　よって　　　 　　したがって　 ： ：

　△ において，チェバの定理により

　　　　　　　

　 ： ： ： ， ： ： である

　から　　　　

　よって　　　 　　したがって　 ： ：

　△ と直線 において，メネラウスの定理に

　より　　　　

　 ： ： ， ： ： であるから

　　　　　　　

　よって　　　 　　　したがって　 ： ：

　△ において，チェバの定理により

　　　　　　　

　 ： ： ， ： ： ： である

　から　　　　

　よって　　　 　　　したがって　 ： ：

　△ において，チェバの定理により

　　　　　　　

　 ： ： ， ： ： であるから

　　　　　　　

　よって　　　 　　　したがって　 ： ：

　△ と直線 において，メネラウスの定理により

　　　　　　　

　 ： ： ， ： ： ： である

　から　　　　

　よって　　　 　　　したがって　 ： ：

12

　 ： ： ， ： ： ，

　　　 ： ：

　よって　　

　したがって，チェバの定理の逆により， 直線 ，

　 ， は 点で交わる。　

13

　 ： ： ，　 ： ： ，

　　　 ： ：

　よって

　　　　

　したがって，メネラウスの定理の逆により， 点 ，

　 ， は一直線上にある。　

14

， ， はそれぞれ ， ， の

二等分線であるから

　　 ： ： ，　 ： ： ，

　　 ： ：

すなわち　 ， ，

よって　　 ･ ･ ･ ･

したがって，チェバの定理の逆により， ， ， は 点で交わる。

15

は の外角の二等分線であるから

　　　　　　 　……①

また， ， は ， の二等分線であるから

　　　　　　 　……②

　　　　　　 　……③

①，②，③の辺々を掛けて　　 ･ ･ ･ ･

よって，メネラウスの定理の逆により， 点 ， ， は つの直線上にある。

１

， は△ の中線であるから，

その交点 は△ の重心である。

よって　　　 ： ：

仮定より， ： ： であるから

　　　　　　 ： ：

したがって， ， は△ の中線であるから，

その交点 は△ の重心である。

よって　　　 ： ：

２

　 より　 ： ：

　よって　　 　　　　また　　

　したがって　　 ： ： ：

　 より， ： ： ： であるから

　　　　　　　　△ △

　△ ：△ ： で， の結果から

　　　　　　　　△ ：△ ：

　よって　　　　△ △

３

の面積を とする。

△

△
･ ･ であるから

　　　　　　△ △

同様にして，
△

△
･ から　 △

　　　　　　
△

△
･ から　△

ゆえに　　△ △ △ △ △

　　　　　　　　

よって　　 　　　　したがって　　 ･

４

　　　　△ ：△ ： ：

　　　　△ ：△ ： ：

よって　　△ △ △ △

　　　　　　　　　　　　 △ △
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５

　 であるから，三角形の内角の二等分線と比の定理により

　　　　　　　　 ： ： ： ：

　ここで， であるから

　　　　　　　　

　 であるから，三角形の内角の二等分線と比の定理により

　　　　　　　　 ： ： ： ：

　 の結果より， ： ： であるから

　　　　　　　　△ ：△ ： ：

　よって　　　　△ △ 　……①

　また， ： ： であるから

　　　　　　　　△ ：△ ： ：

　よって　　　　△ △ 　……②

　①，②から　 △ △ △

　したがって　　△ ：△ ：

６

　 から 軸， 軸に引いた垂線の足をそれぞれ ， とする。

　△ ：△ ： であるから　　 ： ：

　したがって， ： ： ： であるから

　　　　

　よって， の 座標は　

　同様に考えると， ： ： であるから　　

　よって， の 座標は　

　以上から，点 の座標は　 ，

　点 を通り，△ の面積を 等分する直線は，線分 の中点 を通る。

　 と同様に考えると， の座標は　 ，

　 と を通る直線の式を とおくと　　 ，　

　これを，連立方程式として解くと　　 ，

　よって，求める直線の式は　

７

△ △ であるから

　　　　　△ ：△ ：

よって　　 ： ： ：

点 から 軸に垂線 を引き，点 から， 軸，

線分 にそれぞれ垂線 ， を引く。

点 の座標を ， とする。

であるから　　 ： ：

すなわち　　 ： ：

よって　　　

であるから　　 ： ：

すなわち　　 ： ：

よって　　　

したがって，点 の座標は　　 ，

求める直線の式を とおく。

　　 のとき であるから　　 　……①

　　 のとき であるから　　 　……②

①，②を解くと　　 ，

したがって　　　　

８

　 であるから　　　 △ △

　 ： ： であるから　△ ：△ ：

　よって　　　　　　　　　　　△ ：△ ：

　点 の座標を ， とおく。

　　　　　　　 四角形 の面積 △ △

　　　　　　　　　　　　　　　　　 △ △

　　　　　　　　　　　　　　　　　 △

　△ において， を底辺と考えたときの高さは，点 の 座標 である。

　四角形 の面積が ， であるから

　　　　　　　 　　　　　したがって　　

　すなわち　　 ，

　 であるから，直線 の傾きと，直線 の傾きは等しい。

　　　　 の傾きは　 ，　　 の傾きは　

　よって　　　 　　　　　　したがって　　

　よって，点 の座標は　 ，

９

ア　 　　　イ　 　　　ウ　

10

ア　 　　　イ　 　　　ウ　

11

　△ にチェバの定理を用いると

　　　　　　　 ･ ･

　すなわち　　 ･ ･

　 より　　 ： ：

　△ と直線 にメネラウスの定理を用いると

　　　　　　　 ･ ･

　 より， ： ： であるから

　　　　　　　 ･ ･

　 より　　 ： ：

　△ と△ において，辺 を共通の底辺とみると，高さの比は ：

　に等しい。

　したがって，面積比△ ：△ は， ： に等しい。

　 より， ： ： であるから　　△ ：△ ：

12

　 ， ， ，

　チェバの定理により

　　　　　　 ･ ･

　ゆえに　　 ･ ･

　よって　　

　ゆえに　　 ･ ･

　 と直線 について，メネラウスの定理により

　　　　　　 ･ ･

　ゆえに　　 ･ ･

　よって　　 ： ：

　 と直線 について，メネラウスの定理により

　　　　　　 ･ ･

　ゆえに　　 ･ ･

　よって　　 ： ：
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１

　 であるから

　　　　　　　 ： ： ：

　△ において， ， は中線であるから，そ

　の交点 は△ の重心である。

　よって，直線 と辺 の交点を とすると， は

　辺 の中点である。

　また， であるから，中点連結定理の逆により，

　点 は線分 の中点である。

　よって　　　

　 より， であるから

　　　　　　　 ： ： ： ：

２

　線分 ， の交点を とする。

　長方形 を取り出して考える。

　 であるから

　　　　　　

　 であるから

　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　 ： ：

　 であるから， は△ の中線であり，

　点 はその中線を ： に内分する。

　したがって，点 は△ の重心である。　

３

　△ の重心を とする。

　△ において，点 ， はそれぞれ辺 ， の

　中点であるから，中点連結定理により

　　　　　　　

　よって，線分 と の交点を とすると，

　△ において，中点連結定理の逆により，点 は

　線分 の中点である。

　よって，中点連結定理により

　　　　　　　 ，

　 であるから　　

　よって，点 は線分 の中点であるから，線分 は△ の中線である。

　また，線分 と の交点を とすると，同様にして，線分 は△ の中線

　である。

　△ の中線 ， の交点は であるから，△ の重心は点 である。

　よって，△ の重心と△ の重心は一致する。　　

４

　 であるから

　　　　 ： ： ：

　△ において

　　　　 ： ：

　すなわち　 ： ：

　よって　　

　△ において， である

　から

　　　　 ： ：

　すなわち　 ： ：

　よって　　

　 ： ： であるから

　　　　 ： ：

　よって　　　　　　

　これを解くと　　　　

　△ とする。

　 であるから　　△ △

　 ： ： より， ： ： ： であるから，

　面積比は　　△ ：△ ：

　よって　　△

　また，△ ：△ ： ： であるから

　　　　　　△ △

　よって，台形 の面積は

　　　　△ △

　であるから，台形 の面積は△ の 倍である。

５

　△ ：△ ： ：

　よって　△ △

　したがって　

　　　　　△ △ △

　　　　　　　　

　△ ：△ ：

　よって　△ △

　△ △ であるから

　　　　　△ △ △ △ △

　　　　　　　　

　△ △

　よって， から　　 　　……①

　また　　△ △

　よって， から　　 　……②

　①，②を解くと　　 ，

６

　 は の二等分線であるから　　 ： ： ： ：

　 より　 ： ：

　　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　　

　よって， であるから

　　 ： ： ：

　平行四辺形 の面積を とすると　　△

　 ： ： であるから

　　△ △

　よって，△ の面積は平行四辺形 の面積の 倍である。

　直線 と直線 の交点を とする。

　 より　　 ： ： ：

　また， より　 ： ：

　　　　　　　　　　　　 ： ：

　よって　　

　 より

　　 ： ： ： ：

　したがって

　　△ △

　 より　　△ △

　 ： ： ： であるから，その相似比は

　　 ： ： ：

　よって，面積比は　 ： ：

　したがって，四角形 の面積は　　 △

　よって，四角形 の面積は平行四辺形 の面積の 倍である。

第７章　線分比と計量　レベル
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７

　点 から，辺 ， に引いた垂線の足を，それ

　ぞれ ， とする。

　このとき，△ と△ において

　　　　　　　　

　　　　　　 　　　 　共通

　　　　　　　　 　仮定

　直角三角形 と は，斜辺と つの鋭角がそ

　れぞれ等しいから　　　△ △

　よって　　　　 　　　　　

　ここで，△ と△ において，底辺をそれぞれ ， として考えると，

　高さが で等しいから，その面積比は，底辺の長さの比に等しい。

　したがって　　　　　　△ ：△ ：

　△ と△ において，底辺をそれぞれ ， として考えると，高さが

　等しいから，その面積比は，底辺の長さの比に等しい。

　よって　　　　　　　　△ ：△ ：

　これと， の結果から　 ： ：

８

と の交点を とする。

， は の中線であるから，その交点 は

の重心である。

よって　 ： ：

から辺 に引いた垂線の足を とすると，

であるから　 ： ：

　　　　　　　 　　　　　 ： ：

よって　　　　　 　　　　　

したがって　　　　　　　　△

同様に考えると　　　　　　△

したがって，求める体積は　

９

　 は上底の長さが ，下底の長さが ，高さ

　が の台形から，底辺の長さが ，高さが の直角

　三角形と，底辺の長さが ，高さが の直角三角形

　を除いたものである。

　よって

　

　△ のとき，△ であるから

　　　　　　　 ： ： ：

　したがって， の 座標は ， 座標は

　すなわち， の座標は　 ，

，

　条件より，△ ：△ ： であるから

　　　　　　　 ： ：

　よって， の 座標は ， 座標は

　すなわち， の座標は ， である。

　 と を通る直線の式を とおくと

　　　　　　　

　　　　　　　

　これを，連立方程式として解くと　 ，

　よって，求める直線の式は　　　　

10

　直線 の傾きは　　　　　

　 より，直線 の式は とおける。

　 を通ることから　　　　　　

　　　　　　　　　 　　　　　

　よって，直線 の式は　　　 　　　……①

　また，直線 の傾きは　　　

　 より，直線 の式は とおける。

　直線 は点 を通るから　　

　　　　　　　　 　　　　　　　

　よって，直線 の式は　　　 　　……②

　①，②を連立方程式として解くと　　 ，

　したがって， の座標は　 ，

　 より　△ △

　よって，△ △ であるから　　

　 の 座標を とすると　 　　　したがって　

　また， の 座標は　　　

　よって， の座標は　　　 ，

11

チェバの定理により　

仮定より　 　であるから　 　　　よって　

すなわち　　　　　　

線分の比と平行線の定理から　　

12

であるから　　

また， は辺 の中点であるから　　

よって　　 ･ ･ ･ ･

したがって，チェバの定理の逆により， 直線 ，

， は 点で交わる。

13

　 ： ： であるから　　 　……①

　点 は，辺 の中点であるから　

　このとき　　 　……②

　①，②から　 ： ： ：

　 　 の結果から　　

　　三角形の重心は，各中線を に内分するから　　

　　仮定から　　　 　　

　　よって　　　　　　

　　したがって，メネラウスの定理の逆により， 点 ， ， は一直線上にある。
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１

直線 と辺 の交点を とし，線分 と の交点

を とする。

△ において，点 ， はそれぞれ辺 ， の中点

であるから，中点連結定理により

　　　　　　

よって，中点連結定理の逆により

　　　　　　 ： ： 　　……①

線分 ， を含む平面の上で考える。

点 は△ の重心であるから

　　　　　　 ： ：

ここで， となるように辺 上に点 をとる。

であるから

　　　　　　 ： ： ：

よって，① から　　

であるから

　　　　　　 ： ： ： ：

２

線分 ， を含む平面の上で考える。

直線 と辺 との交点を とすると，点 は

線分 ， の交点となる。

点 は△ の重心であるから

　　　　　 ： ：

ここで， となるように，辺 上に点 を

とる。

であるから

　　　　　 ： ： ：

よって　　

であるから

　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　 ： ： 　

３

右の図のように，もとの三角形を △ とし， と

の交点を とする。

△ において　　　　　

であるから　 　　

折り返した角は等しいから　

よって，△ において　

したがって， である。

△ と △ において

　　　　　　 　

　　　　　　 　 共通

組の角がそれぞれ等しいから　　△ △

よって　　　 ： ：

　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　

同様にして　 ： ：

　　　　　　　 ： ：

　　　　　　　　　

よって　　　△

であるから　　　 ： ： ： ：

したがって，求める図形の面積は　　△

４

　正三角錐の側面の展開図を考える。糸の長さが最

　短となるためには，右の図のように，直線 と

　辺 ， の交点をそれぞれ ， とすればよい。

　このとき，図は左右対称であるから　　

　 　 の長さについて

　　△ と △ は合同な二等辺三角形であるか

　　ら　　　　

　　また，平行線の錯角は等しいから

　　　　　　　

　　よって　　

　　したがって，△ は の二等辺三角形である。

　　よって　　

　 　 の長さについて

　　△ △ であるから

　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　よって　　

　　 であるから

　　　　　　　

　　　　　　　

　　したがって　　

　 　 の長さについて　　

　 ～ から，求める糸の長さは　　

　 つの立体について，底面を △ ，四角形 と考えると，高さが等しいか

　ら，体積比は △ と四角形 の面積比に等しい。

　△ と △ は相似で，相似比は から

　　　　　　　　　

　よって　　　　　△ △

　したがって　　　

５

　△ と直線 について，メネラウスの定理により　

　仮定から　　　 ，　

　よって　　　　

　　　　　　　　　　　

　したがって　　 ： ：

　 の結果より， ： ： であるから

　　　　　　　　△ ：△ ： ：

　よって　　　　△ △ 　……①

　また， ： ： であるから

　　　　　　　　△ ：△ ： ：

　したがって　　△ △ 　 …… ②

　①，② から　 △ △ △

　よって　　　　△ ：△ ：

　△ ，△ についても， と同様に考えて

　　　　　　　　△ △ △ △

　このとき　　　△ △ △ △ △

　　　　　　　　　　　 △ △ △

　したがって　　△ △

　よって，△ の面積は，△ の面積の 倍である。

６ [青チャート数学Ａ 宮崎大]

　△ と直線 について，メネラウスの定理により　　 ･ ･

　よって　　 ･ ･ 　　　　ゆえに　　

　したがって　　 ： ：

　
△

△
，

△

△

　更に， から

　　　　　　　
△

△

　よって　　　
△

△

△

△
･
△

△
･
△

△

　　　　　　　　　　 ･ ･

　　　　　　　　　　

　すなわち　　△ ：△ ：

第７章　線分比と計量　レベル
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７

　△ において，チェバの定理により

　　　　 　……①

　また，△ と直線 について，メネラウスの定理により

　　　　 　……②

　①，②から　

　よって　 ： ：

　 であるとき， は の二等分線であるから

　　　　　 ： ：

　これと から

　　　　　 ： ：

　よって， は の外角の二等分線である。

　 の外角 であるから

　　　　 　　

　　　　　　　　　　 の外角

８

　△ ：△ ： であるから

　　　　　　　　
△

△

　同様にして　　
△

△

　　　　　　　　
△

△

　したがって

　　　　
△

△

△

△

△

△

　　　　　　　　　　　　
△ △ △

△

　　　　　　　　　　　　
△

△
　　

９

　 と直線 について，メネラウスの定理により

　　　　　　　　

　よって　　　　

　 と直線 について，メネラウスの定理により　

　　　　　　　　

　よって　　　　

　 ， の結果から

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　 　

　すなわち　　　

10

△ と直線 にメネラウスの定理を用いると

　　　　　　　　 ･ ･ 　……①

ここで，四角形 はいずれも平行四辺形であるから

　　　　　　　　 ，　 ，

　　　　　　　　 ，　

よって，①は　　 ･ ･ 　　　　すなわち　　 ･ ･

したがって，△ と 点 ， ， において，メネラウスの定理の逆により， 点

， ， は つの直線上にある。
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